
採
決
前
の
討
論
に
は
賛
成
討
論

を
芦
田
由
江
・
西
川
嘉
純
議
員
が
、

反
対
討
論
を
折
本
ひ
と
み
・
柳
毅

一
郎
・
元
木
美
奈
子
・
広
瀬
明
子
・

水
野
実
・
岡
本
善
徳
・
長
谷
川
清

司
議
員
の
７
名
が
行
う
と
い
う
異

例
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
予
算
案
の
修
正

動
議
を
提
出
す
る
た
め
に
、
議
会

内
で
協
議
調
整
を
重
ね
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
過
半
数
に
わ
ず
か
足

り
ず
、
修
正
動
議
は
実
現
に
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交換土地 面積 
平成 25 年 

9 月 19 日 

平成 22 年 

1 月 22 日 

新浦安駅 

第６駐輪場 

(入船１丁目） 

土地 

1998.0 ㎡ 

  

6 億 6600 万円 13 億 1800 万円 

  
たかみビル 

(猫実４丁目） 

  

  

  

土地 

838.20 ㎡ 
5 億 5100 万円 4 億 6700 万円 

建物延べ 

床面積 

2921.12 ㎡ 

 

1900 万円 

 

1 億 1300 万円 

合計 6 億 6600 万円 5 億 7000 万円 

 

 

反 対 

９名 

 

日本共産党 元木美奈子・みせ麻里 

復興浦安 岡本善徳・醍醐誠一 

 

無会派 

広瀬明子・折本ひとみ 

長谷川清司・水野実 

柳毅一郎 

 

 

 

賛 成 

１１名 

公明党 
秋葉要・田村耕作 

中村理香子 

きらり浦安 
辻田 明・末益隆志 

宮坂奈緒・芦田由江 

みらい 
宝 新・西川嘉純 

深作 勇 

復興浦安 岡野純子 

 

 

北栄 2-3-16-203 ☎354-9269 
m5mise@jcom.home.ne.jp 

 

入船 4-37-14 ☎355-8526 
minamotonton@jcom.home.ne.jp ＜発行＞ 日本共産党浦安市議団 市役所内控え室 （議会棟１階）℡（３５０）１２４３ 

☆☆☆見える市政・身近な市政・みんなの市政☆☆☆ http://www.jcp-urayasu.com/ 

 

 

 

３
月
議
会
の
最
終
日
、
議
案
に
対
す
る
討
論
・
採
決
が
お
こ
な

わ
れ
、
市
議
会
史
上
、
異
例
の
日
本
共
産
党
を
ふ
く
む
９
議
員
が

新
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。 

議
員
定
数
は
２１
名
、
議
案
可
決
に
は
過
半
数
の
賛
成
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
採
決
結
果
は
予
算
案
の
否
決
に
迫
る
も
の
で
す
。 

松
崎
市
長
は
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
土
地
交
換
は
撤

回
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

市
は
こ
の
土
地
交

換
に
つ
い
て
不
動
産

鑑
定
に
も
と
づ
く
等

価
交
換
で
あ
る
と
強

調
し
ま
す
。 

し
か
し
、
本
当
に

等
価
交
換
な
ど
と
言

え
る
の
か
が
問
わ
れ

ま
す
。 

 

第
一
は
、
市
有
地
の
㎡
単
価
が
約
半
分

に
評
価
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。 

市
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
市
有
地

は
浦
安
市
の
都
市
計
画
決
定
で
当
該
土
地

が
商
業
用
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
建
設

時
に
壁
面
後
退
な
ど
を
必
要
と
す
る
規
制

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
た
か
み
ビ
ル
側
が
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
特
に
配
慮
し
た
結
果
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

第
二
は
、
不
動
産
鑑
定
士
が
た
か
み
ビ
ル

側
で
選
ば
れ
た
一
社
（
株
式
会
社
新
日
本

不
動
産
鑑
定
所
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
点
で
す
。 

従
来
は
複
数
の
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
を

も
と
に
土
地
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
特
別
な
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

市
は
こ
れ
で
市
民
の
貴
重
な
財
産
を
公

正
に
土
地
交
換
し
て
い
る
な
ど
と
主
張
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

 

第
三
は
、
平
成
２２
年
度
に
も
、
両
者
で

土
地
交
換
の
協
議
が
行
わ
れ
た
経
緯
が
あ

り
、
そ
の
時
の
鑑
定
結
果
は
、
市
有
地
が

た
か
み
ビ
ル
用
地
の
約
２
倍
も
高
い
も
の

と
な
り
、
結
果
的
に
協
議
は
も
の
別
れ
に

終
わ
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
２３
年
度
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
不
動
産
下
落
を
考
慮
し
て
も
市

有
地
が
半
分
に
下
落
し
た
と
す
る
評
価
は

あ
ま
り
に
も
不
当
で
す
。 

会派「復興浦安」は、会派内で賛否が別れ、上のような結果にな
りました。２１名中、西山幸男議員（会派：復興浦安）は議長で
あるため、可否同数となれば、賛否を明らかにし採決に加わるこ
とになります。 

 

 

市
内
の
六
価
ク
ロ
ム
の
出
土
は
１
９

７
０
年
代
に
発
覚
し
、
７
５
年
に
浦
安

小
学
校
を
は
じ
め
、
市
内
１８
ヶ
所
を
調

査
し
て
、
全
面
撤
去
工
事
は
す
で
に
終

了
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
浦
安
市
は
昨
年
、
北
栄

三
丁
目
の
市
有
地
（
ダ
イ
エ
ー
建
設
用

地
）
で
４
千
万
５
千
円
の
市
税
を
投
入

し
て
こ
の
六
価
ク
ロ
ム
を
秘
密
裏
に

処
理
し
て
い
た
こ
と
が
今
年
３
月
発

覚
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ダ
イ
エ
ー
３
階
に
は
保
育
園

が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
保
育
所

と
店
舗
の
出
入
口
は
２０
ｍ
以
上
、
間
隔

を
離
す
必
要
が
あ
り
、
駐
車
場
法
違
反

が
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
問
題
を
市
議
会
と
し
て

調
査
す
る
た
め
の
調
査
特
別
委
員
会

設
置
の
発
議
（
提
出
者
：
広
瀬
明
子
議

員
、
賛
成
者
：
元
木
美
奈
子
・
み
せ
麻

里
・
柳
毅
一
郎
・
岡
本
善
徳
・
醍
醐
誠

一
議
員
）
を
提
出
し
ま
し
た
。 

採
決
の
結
果
は
８
対
１２
、
設
置
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 
 

新
年
度
予
算
は
１１
対
９
で
可
決

し
た
も
の
の
、
反
対
者
の
だ
れ
も

が
共
通
し
て
理
由
に
あ
げ
た
の
は

浦
安
駅
前
再
開
発
に
関
係
す
る
土

地
交
換
に
つ
い
て
で
す
。 

市
は
浦
安
駅
前
再
開
発
の
た
め

に
、
猫
実
４
丁
目
た
か
み
ビ
ル
の

土
地
・
建
物
と
入
船
一
丁
目
の
土

地
を
交
換
す
る
と
し
て
、
新
年
度

一
般
会
計
予
算
の
歳
出
に
た
か
み

ビ
ル
の
解
体
工
事
費
１
億
４
１
９

３
万
３
千
円
を
、
歳
入
に
土
地
交

換
の
差
額
分
９
６
０
０
万
円
を
た

か
み
ビ
ル
に
納
金
し
て
も
ら
う
と

し
て
予
算
計
上
し
た
も
の
で
す
。 

 

 

３
月
議
会
で
は
新
年
度
予
算
に
対
し
て
、市
議
会
史
上
、異

例
の
日
本
共
産
党
を
含
む
９
議
員
が
反
対
し
ま
し
た
。 

 

議
員
定
数
は
２１
名
、議
案
可
決
に
は
過
半
数
の
賛
成
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
採
決
結
果
は
予
算
案
の
否
決
に
迫
る
も
の

で
す
。 

 

松
崎
市
長
は
こ
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
土
地
交
換

は
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 



 

 

 

 

 

 

後期高齢者医療制度の保険料は２年ごとに改定されますが、改
定のたびに引き上げられてきました。 

ところが、新年度は、均等割額も均等割り額も両方が引上げと
なり、これまでを上回る大幅な引き上げです。 

保険料が大幅に上げるのは、この制度が７５歳以上の人口と医
療費が増えれば増えるほど、保険料にはねかえる仕掛けになって

いるからです。 

高齢者に我慢と犠牲を強いる冷酷な制度は 

廃止すべきです。 

 20・21年度 22・23年度 24・25年度 26・27年度 

所得割額 7.12% 7.29% 7.29% 7.43% 

均等割額 37400円 37400円 37400円 38700円 

 

 

 

 

 

 

 国が消費税増税と一体的に進めている社会保
障「改革」によって、国民健康保険が「広域化」
されようとしています。 

「広域化」は運営主体を現行の市町村単位から
都道府県単位にするもので、２０１８年からの移
行をめざしています。 

 

 

 

広域化によって浦安市の場合、国保税が大幅に
アップします。 

浦安市は「広域化」を理由にすでに２０１３年

度に国保税を大幅に引き上げています。 

ところが、「広域化」されれば、さらに市民負
担は年間１０万５１００円（４人家族、収入５０
０万円、妻収入なし、子ども２人）も上がる試算
を日本共産党の質問に答えて明らかにしました。
この３０年間に国庫負担を半減させた国にこそ、
その責任を求めるべきです。 

「広域化」では制度は良くなりません。 

 

 

 

 

政府の「改革案」は教育委員会を首長の支配の下

におこうとするものです。教育委員長と教育長を一

本化し、首長が直接、教育長を任命するとしていま

す。首長や国の権限を強化することは、子どもたち

をその時々の政治権力や国家に従属させるものであ

り、教育行政の中立性は担保されません。 

現在の教育委員会は少なからず問題を抱えていま

す。大津市のいじめ自殺事件（２０１１年１０月）

では､｢いじめ｣の隠蔽(いんぺい)を行ったのは教育

委員会事務局でした｡ 

背景には、歴代自民党政権が、国の方針通りの教

育を学校現場に押し付けるために教育委員会事務局

を通じて教育委員会の自主性を奪ってきたことがあ

ります。 

 「改革」で求められるのは、住民代表である教育

委員会の機能と役割を強める方向での改革です。 

 

３月議会で日本共産党は「教育委員会制度
の民主的な改革を求める意見書」を発議しま
した。発議は３対１７で否決されました。 
 

日
本
共
産
党
浦
安
市
議

団
は
、
脱
原
発
を
か
か
げ
当

選
し
た
区
長
が
、
太
陽
光
発

電
の
普
及
を
促
進
し
て
い

る
世
田
谷
区
を
視
察
し
、
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

原
発
依
存
の
社
会
か
ら

脱
却
し
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
と
転
換
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
松
崎
市
長
は
こ

れ
ま
で
の
答
弁
と
同
じ
く

「
国
の
施
策
」
を
重
要
視

し
、
積
極
的
な
方
針
を
示
し

ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
年
３
月
31
日
か
ら
国

の
補
助
金
申
請
が
打
ち
切

ら
れ
ま
し
た
が
、
市
の
「
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム(

補
助

金
上
限
額
10
万
円)

」
は
、

今
年
度
も
継
続
さ
れ
ま
す
。 

公
共
施
設
や
集
合
住
宅
、

空
き
地
な
ど
、
市
内
に
も
太

陽
光
発
電
施
設
を
整
備
で

き
る
場
所
は
あ
り
ま
す
。 

資
源
の
有
効
活
用
と
し

て
、
浦
安
市
も
太
陽
光
発
電

の
普
及
促
進
に
本
腰
を
入

れ
る
時
期
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 

元
木
美
奈
子

美
勢
 
麻
里

秋
葉
 
 
要

田
村
 
耕
作

中
村
理
香
子

岡
本
 
善
徳

醍
醐
 
誠
一

岡
野
 
純
子

西
山
 
幸
男

辻
田
 
 
明

末
益
 
隆
志

宮
坂
 
奈
緒

芦
田
 
由
江

宝
 
 
 
新

西
川
 
嘉
純

深
作
 
 
勇

水
野
 
 
実

長
谷
川
清
司

折
本
ひ
と
み

柳
 
毅
一
郎

広
瀬
　
明
子

平成２６年度一般会計予算 ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

平成２６年度後期高齢者医療特別会計予算 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

少子化対策基金を設置するための条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

投票立会人や開票立会人などの報酬・旅費の額を引き下げ
る条例の制定について

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般職職員の住居手当の額を引き下げ廃止し、新型インフ
ルエンザ等緊急事態派遣手当を設置する条例の制定につ
いて

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

一般職に期間を限り任期付職員を採用することができるよう
条例を制定することについて

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

６８歳・６９歳と６５歳以上７５歳未満で６ケ月以上寝たきりの
方が対象の老人医療費助成の条例廃止について

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

下水道復旧工事について、運動公園陸上競技場電気設備
工事請負契約の変更について、弁天地区（見明川小学校校
庭）に雨水貯留施設を設置する工事について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

集団的自衛権を認める憲法解釈の変更に反対する意見書
(日本共産党提出）

○ ○ ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

教育委員会制度の民主的な改革を求める意見書
(日本共産党提出）

○ ○ ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

可決
１８対２

可決
１１対９

可決
１８対２

否決
３対１７

可決
１７対３

否決
３対１７

可決
満場一致

日本
共産党

きらり浦安 みらい 無会派公明党 復興浦安

可決
１７対３

○
：
賛
成

可決
１７対３

●
：
反
対

議
：
議
長

可決
１７対３
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